
Micro Motion® ELITE®コリオリテクノロジ
他社の追随を許さない二相流計測性能



コリオリ最適化 
気体混入測定用

二相流（または気体混入流体）は測定結果の不確かさやばらつきの原因となる場合があります。
二相流による液体の受入量、調合量、供給量、混合量、添加量の測定間違い、設備の損傷により、
生産性が下がってしまいます。最適な場所に据え付けると気体混入を低減または排除できます
が、それでも少量の気体混入が残る場合は、Micro Motion® ELITE®コリオリ流量計なら流量計の
中で最高の性能を発揮します。

以下のようなことが実現するとしたら...

気体が混入した流体の測定精度と再現性を維持する?
Micro Motion ELITEコリオリ流量計は、現場/プラント内での二相流の測定において他社の追随
を許さない精度を実現し、どんな空気含有率（GVF）の流体でも測定します。

自信を持って仕様書通りの製品を提供する? 
プロセスの測定にMicro Motion ELITE流量計を使用すると、少量の気体が混入する場合でも、
生産で用いる供給物、混合物、添加物を正確に測定できます。

小型の容器から工業用タンクまで、過剰注入や注入不足をなくす?
Micro Motion ELITEコリオリ流量計は、注入プロセス時の液体の質量流量を正確に測定します。
気体は極めて重量が少なくても体積は大きいため、二相流の測定に容積式流量計を使用する
と、気体によって測定結果が不確かになる可能性があります。 

測定の精度が低下すると、コンテナへの過剰注入や注入不足の原因になります。過剰注入にな
ると流出によって安全性や環境面で懸念点が生じ、注入不足ではコスト計算が不正確になり 
ます。

Micro Motionコリオリテクノロ
ジは、センサの安定性とデジタ
ル信号処理アルゴリズムに改
良を加えることで、気体混入の
課題に取り組みました。

その結果、
測定精度と信頼性が向上し、変
動する流体条件にも柔軟に対
応できます。

「当社のプロセスでは気体の混入によって、測定精度と収益が低
下しています。」



気泡流  

気体混入によるプロセスへの影響とは？

流体内に気泡が連続的に均一に分散し
た状態

• ホイップクリーム、バター、ビール、シ
ャンプーに意図的に混入した空気

• 気体を封入した乳剤

•  粘性流体内の空気

明確な気液界面

• トラックの積荷の上げ下ろし

• プロセスラインを一掃する定置洗浄 
（CIP）または液種変換

•  設備を交換した後でラインを開くとき

• タンクのストリッピング

通常はアップセットプロセスによって生じ
る断続的に融合した気泡

• 天然ガススラグ流

• ポンプ吸入や不完全な密閉による漏れ

• タンクに落ちる距離の長い液体の流れ

• 勢 い のある液 体 の 流 れとキャビテー 
ション状態

空－満管－空バッチ処理

スラグ流

気体混入（二相流または複相流ともいう）は以下の原因で発生します:

気体混入測定

右の図は、「下向き」のチューブに取り付けたCMF200 
ELITEコリオリ流量計（流速300 lb/分（5:1ターンダウン））
を示しています。

コリオリ流量計内を流れる混入気体 
多くの場合、気体が混入した二相流は、測定や操作が難
しくなり、流体内の空気含有率を過大評価することがあ
ります。上の図は、かなり高いレベルの気体混入が見ら
れますが、空気含有率は僅か1.5%に過ぎません。



気体混入流体に関するコリオリ流量計のベストプラクティス

メータのサイズ
液体を適切に混合し続けるため、流量範囲の上限で可能な限り高い流速で動作するよう
にコリオリ流量計のサイズを選定します。適切な混相流を確保するため、できればメー
タを通常流速の30%以上で動作させてください。 

メータの取り付け方向
流量計は、横向きまたはチューブ下向きで取り付けてください。上向きには取り付けない
でください。チューブ下向きの場合、流速が低いと注入口で気泡が詰まります。この状態
を避けるために流速を高く保ってください。  

  

あらゆる用途において、以下のガイドラインに従うと気体混入の不確かさを最小限に抑え
ることができます。

お客様のプロセス 
運用を常にスムーズに

Micro Motion® ELITE® コリオリ流量計

空－満管－空測定
注入時間をできる限り短く保つため、メータのサイズ選定と取り付け時には細心の
注意を払ってください。メータは排水構造の移送点の近くに取り付け、バッチ処理の
開始時には迅速に注入し、終了時には迅速に排水または噴出してください。 

工場出荷時のゼロ点調整の使用
二相流が存在するときには、メータをゼロ点調整し直さないでください。メータをゼ
ロ点調整し直した場合は、工場出荷時のゼロ点に戻してください。 

MIcro MoTIonのソリューション
Micro Motion ELITE  コリオリ流量計は、コアプロセッサが改善され、他社の追随を
許さないトランスミッタテクノロジを搭載しているため、このような低周波数の流量
計を使用すると、気体が混入した状態の処理能力を改善できます。  

プロセスを改善するための最善の方法は、気体混入の源をすべて除去すること
ですが、ELITEコリオリ流量計なら二相流状態において他社の追随を許さない
性能を発揮します。 

推奨する取り付け方向
フロー

浮力 浮力フロー

横向き（ベストプラクティス）
フロー

浮力 浮力フロー

チューブ下向き
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他社の追随を許さないMicro MotionのMVDTMトランス
ミッタテクノロジは、二相流の測定に最適です

MVDテクノロジには、高速応答性を実現するために最新のデ
ジタル信号処理（DSP）が採用されています。 

気体が混入すると、トランスミッタは二相流によって生じるノ
イズを除去または「無視」して、「液体の実質流量測定値」のみ
をレポートします。

MVD電子機器内のDSPアルゴリズムによってノイズが効果的
にフィルター処理され、気体が混入した液体を連続測定する
ことができます。

Micro Motion ELITEは、空気含有率（GVF）が5%
以下の条件で不確かさ1.0%未満を実現します。
流速が上がるにつれて結果が向上します。1

空－満管－空測定の場合、ELITEおよびFシリ
ーズは、短いバッチ処理時間でも不確かさ
1.0%未満を実現します。1 バッチ処理時間が
長いと処理能力が向上します。グラフでは、他
のメータはより長い処理時間で同レベルの不
確かさを示しています。1

1 低粘性流体（空気の入った水）を用いた室内実験による結果を示しています。より粘性の高い流体の試験では結果がさらに良
好になる場合があり、現場適用処理能力は状態に応じて異なります。

連続した気体混入のアプリケーション 

空－満管－空のアプリケーション

詳細は、Micro Motionのホワイトペーパー『Micro Motionコリオリ流量計における気体混入の取り扱い』を参照してください。

二相流の場合、Micro Motion ELITEコリオリ流量計の
ようにチューブ周波数が低いデュアルチューブセンサを
用いると最高の測定結果を得られます

チューブ周波数が高いセンサを使用す
ると、二相混合流がフローチューブとい
っしょに直接振動しないため、測定誤
差が大きくなってしまいます。

高い精度   優れた再現性   高い信頼性
Micro Motion ELITEコリオリテクノロジは
二相流の測定において他社の追随を許さない高い性能を発揮します
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世界でトップレベルの 

MIcro MoTIonコリオリ 

流量・密度テクノロジ
信頼性と再現性が高く、高性能測 

定器の業界標準になっています

エマソンのMicro Motionの計器は、その優れた品質と信頼
性、アプリケーション知識、他社にはないサポートのため、世
界85か国以上の国々で採用されています。


